




地質時代の年代値はInternational Chronostratigraphic Chart(2015)による 
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（時代対応は上図参照）

混在岩 混在岩

PHgm

新生代

中生代

R Sb

Hg

（※※ N2以前は固結を前提に(l)溶岩または(p)火砕岩で岩相を区別）

(※ N3以後では先頭が大文字は固結，小文字は未固結を表す）

苦鉄質～
超苦鉄質
(付加体
は別）
Gb,Pd

深成岩類

主とし
て火砕
岩(p)

主とし
て溶岩
(l)

主とし
て火砕
岩(p)

主とし
て溶岩
(l)

トリアス
紀

新第三紀

高圧
（非表示）

Qp,Gp Dp Db

苦鉄質

N3piN3pf

ｌｍ

ls

結
晶
片
岩
の
源
岩

N2g N2s N2m

N3g N3s N3m

PHg

整然層 未区分

K2g

K1g

K2s

K1s

K2m

J1-2m

礫質・
砂質・
泥質

Q1g

(来馬層群など→）

未固結（地形要素を含む） 半固結～固結岩

火山山麓扇
状地

（未固結）

岩屑なだれ
堆積物
（未固結）

湖成堆積物

主に泥質

Q1s Q1m

（手取層群など→）

（猿丸相当層）→

（柵相当層）→

（小川相当層）→

（青木相当層）→

（別所相当層）→

（内村相当層）→

（内山層など）→

Q2g

ｗ

非アルカリ岩質

混在岩 c

c

玄武岩質

N3vr n3vr N3va

TR1-
J3Cc

J2-3Cm

n3vb
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混在岩中の矢印は，基質と異地性岩体との関係性を示す．
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※　活断層は中期更新世から現在までの間に活動し、今後も活動する可能性が高いと判断される断層
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　（１） 地質断層

黒実線 黒破線

－

　（２） 活断層（地形学的根拠）

赤実線 赤破線 赤点線

　（３） 活断層
　　　（地質学的根拠のみ）

青実線 青破線 青点線

　（４） 地震断層

赤太点線

－ －


